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第３分科会
中学校情報活用能力



⑦中学校（全校・全教科）

校内掲示用の情報活用能力一覧表を作成し、情報活用能力を組織
的に育成する体制を構築。

⑧中学校 1年生（理科）

情報活用能力一覧表を生徒に配付し、理科の「見方・考え方」を
深める。

⑨中学校 2年生（総合）

ルーブリックを共有し、信頼性の高い情報を収集し、印象的なス
ライドを作成。

⑩中学校 2年生（社会）

Canvaを用いたチラシ作成を通じ、情報の収集・整理分析・まとめ
る力を育成。

⑪中学校 3年生（総合・国語）

生成AIの回答を公的サイト等と比較検証し、情報の真偽を判断する
力を育成。

⑫中学校 3年生（国語）

「故郷」の読解にスプレッドシートを活用し、情報を整理・分析
する力を育成。

第３分科会
中学校情報活用能力
取組概要



⑦情報活用能力とまとめ活動 中学校情報活用能力 全学年全教科

各学年の体験活動のまとめ活動を充実させるため、教科横断的に情報活用能力を育成する取組の内容

１学期の取組
①職場体験のまとめ活動
全６時間 Wordを用いて作成
はじめの１時間で構成
残り５時間で完成、提出（Teams）

成果
・Canvaなどのレイアウトが完成して
いるものではなく、構成から考えるこ
とで個性を出すことができた。
課題
・Wordの操作スキルの個人差が大きい
こと、図の配置のスキルがあまり身に
ついていないこと。

２学期の取組
②人権学習の振り返り
全５時間 Excel

成果
・他者参照することで、振り返りを書きづらい生徒にヒントを
与えられた。身近なことと関連付けた作文を書くことができた。
課題
・人権学習を経て、自分が決めたテーマに対して調べる際に、
「情報の信憑性の判断」について課題の残る生徒が多数いた。

１・２学期を経て、全校での取組
③学年・教科を横断しての情報活用能力一覧表の作成
作成の経緯
全学年で体験活動のまとめ活動を行うが、そこに至るまでに

各教科でも情報活用能力の育成が必要であることを感じたため。
成果
・各教科担当が、
日頃の授業内で
情報活用能力の
育成のチャンス
があることに気
づけたこと。
課題
・総合的な学習
の時間のまとめ
活動の方法は学
年で判断してい
るため、偏らな
いように系統立
てること。
今後にむけて
・全校で情報活用能力育成に向け、教科指導を見直す機会をも
ち、継続して一覧表の項目をアップデート、実践していきたい。

中学校 1年生 ２年生 ３年生

A1 計画する
条件を踏まえて課題解決のための手段・方法を選び、そのための手順を決

めることができる。
国　情報収集の達人になろう 国　魅力的な提案をしよう 理　実験計画

A2 調査方法の理解
条件（時間・活動範囲）を踏まえて、課題解決の目的に応じて最適な情報

収集の手段や方法を提案することができる。
国　情報収集の達人になろう 国　魅力的な提案をしよう 理　実験計画

B1 写真・映像・音声などの収集
目的・条件設定に留意し、撮影・収録することができる。また、撮影・収

録した写真・映像などのデータを管理することができる。

音　アルトリコーダーのテスト

体　技能テスト・分析（マット運動）

国（書写）筆脈・運筆の確認、共有

音　アルトリコーダーのテスト

体　技能テスト・分析（マット運動）

英　パフォーマンステスト（発音・音読）

音　アルトリコーダーのテスト

体　技能テスト・分析（マット運動）

数　4章グラフの撮影・共有（ロイロ）

B2 学校図書館・資料室での情報収集
学校図書館・資料室にどのような書籍・辞典・資料を揃えるべきかを提案

することができる。

特　読書アンケート

（アンケートを受ける側）
国　情報収集の達人になろう（図書館） 特　委員会活動（図書の整理、NDC）

B3 インターネットでの情報収集
引用するサイトの信頼性を意識したり、他のサイトと比較するなどして、

情報の信憑性を判断することができる。

家　レシピ検索（サイト比較）

社　調べ学習（人々の生活環境、気候帯）

国　情報収集の達人になろう

美　鑑賞（ウィキペディアとの比較）

社　調べ学習（日本の地域的特徴）

国　メディアの特徴を生かして集めよう

美　鑑賞（ウィキペデイアとの比較）

社　調べ学習（政党の比較）

国　情報の信頼性

B4 インタビュー
インタビューの回答を聞きながら、必要な内容を、キーボードなどで入

力・記述することができる。
英　インタビュー（Can I~ ,Can you~） 英　インタビュー（比較級） 英　インタビュー（道案内）

B5 メモを取る

相手の言葉を取捨選択し、要約して記述することができる。主要なキー

ワードを列挙したり、キーボードで直接入力・記述したりすることができ

る。

国　ききとりテスト（メモ） 国　ききとりテスト（メモ） 国　ききとりテスト（メモ）

B6 アンケート
アンケートの趣旨を適切に説明し、アンケートをフォームなどにより実施

することができる。

体　アンケートの趣旨（競技のはじめ）

（アンケートを受ける側） 特　委員会アンケート（ロイロ・forms） 特　委員会アンケート（ロイロ・forms）

C1 比較する
２つ以上の出所の異なる情報の共通点や相違点について根拠を示して説明

することができる。
音　伝統芸能、民謡の比較

英　Unit6　調査と発表（比較級）

総　進路学習（高校調べ）

社　政治（政党、選挙）

　　経済（企業の比較）

国　報道文を比較して読もう

C2 分類・整理する
集めた情報の根拠を明確にし、ランキングして整理したり、ラベリングし

て整理したりすることができる。

理　生物の分類

理　火成岩の分類

国　情報を整理して説明しよう

理　動物、植物の分類

国　情報を整理して伝えよう

理　ｐHの測定、まとめ

理　水溶液の性質（BTB）

C3 図解する
思考ツールを活用して、整理する視点を設け、共通点や相違点を明らかに

することができる。

理　目に見えない事象（地震・地層）

社　２章世界の諸地域（アジア州）

数　比例・反比例（レポート作成）

理　目に見えないもの（電子や電流）
社　政治（政策の効率と公正）

　　選挙について

C4 構成する
対象に応じて各種構成手法を選んで、伝えたいことを組み立てることがで

きる。

数　７章データの活用

国　構成や描写を工夫して書こう

数　４章、５章図形の証明

国　情報を整理して伝えよう

英　意見文の整理（マインドマップ）

数　５章図形の証明

国　考えを効果的に伝えよう

D1 文書作成・レイアウト
中央揃え、右寄せ、タブなどを用いて文書を整頓して作成できる。必要な

情報（図表・画像など）を文章中に配置できる。

技　情報の技術（基本操作）

国　作文、レポート

　（項目を立てて書こう）

英　英作文（夏休みの宿題） 数　８章　標本調査　レポート

D2 表・グラフの作成
目的に応じて適切なグラフを選んで作成することができる。また、目盛り

や数値表示などを自分で設定できる。

数　７章データの活用（適切な階級幅）

技　情報の技術（基本操作）

数　７章箱ひげ図とヒストグラムの適正

英　Unit6　調査と発表（比較級）
社　経済（企業にデータ）

D3 新聞作成
主張が読み手に伝わるよう、定められた分量で記事の優先順位や割り付

け、見出しをつけることができる。
総　防災学習のまとめ

総　職場体験のまとめ

社　３章日本の諸地域（特色）
総　修学旅行のまとめ

D4 ポスター作成
伝える相手を意識し、複雑にならないよう、最も伝えたい言葉や画像を精

選し、表現することができる。
社　２章古代までの日本（人物の功績） 美　ポスター制作（愛鳥週間） 音　作曲家のポスター制作

D5 スライド作成
伝える相手を意識し、視認性を工夫したり、アニメーション効果などを取

り入れ、印象的なスライドに仕上げることができる。

総　防災学習（パワーポイント）

技　情報の技術（基本操作）

英　Unit6　調査と発表（比較級）

総　職場体験の後輩への発表
特　新入生説明会PP

E1 報告する
定められた条件（時間・方法など）を意識し、相手の状況を判断しなが

ら、適切な手段を選んで報告することができる。
総　保護者会での校外学習報告会 総　職場体験の後輩への発表 特　新入生説明会PP（質問に対する説明）

E2 ディスカッション・協議 グループの合意形成を図りながら、結論を見出すことができる。 道　どうして？（公平とは何か）
道　（水辻村の決断）

国　立場を尊重して話し合おう

社　対立と合意（道路と立ち退き）

社　裁判所（裁判シミュレーション）

国　合意形成に向けて話し合おう

E3 プレゼンテーション
聞き手と双方向に言葉を交わしながら発表することができる。また、質疑

時には、自分の意見を持って応答することができる。
英　Stage Activity（ユニットの終わり）

技　プログラミング（WEBページ作成）

英　Stage Activity（ユニットの終わり）
英　Stage Activity（ユニットの終わり）

E4 校内ネットワークなどでの発信
他者の書き込みについて、不適切なものがあれば、それらに対応する適切

な方法を判断することができる。

社　授業内の振り返り共有、考察

（表計算ソフト）

道　情報社会とコミュニケーション

音　共有ノート（合唱曲について） 音　共有ノート（合唱曲について）

表現・発信

2025 亀川中学校　情報活用能力一覧表

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ



⑧理科の授業における情報活用能力一覧表の活用 中学校情報活用能力 1年生 理科

取組の内容
○生徒に情報活用能力一覧表を配布し中学生に必要な能力を確認する。
○授業において理科の見方・考え方を深めるために必要な情報活用能力を育成する。

取組の成果
○生徒が中学生に必要な能力を
確認できた。
○理科の見方・考え方を深める
ために必要な情報活用能力を育
成できた。
（具体的に）どのような写真を
撮れば理科の見方・考え方が深
まるか、思考・判断し撮影でき
た。
○情報活用能力一覧表の活用方
法が具体的に理解できた。

理科の見方・考え方
ろうの状態が変化したときの質量、体積、密度につ
いて考える。

情報活用能力の育成
状態が変化したときの写真を撮り、比較、説明する。
文章をまとめるときのレイアウトを考える。

写真を撮り比較する：C1

根拠を提示し説明：C1 文章レイアウト：D1

理科で必要な情報活用能力
を育成することで、見方・
考え方を深めていく。

取組の課題
○教科横断型授業の必要性を感じ
た。
○情報活用一覧表を用いて、理科
での活用を具体的に説明する必要
があると感じた。（取組事例の必
要性）



取組の内容 《職場体験学習のまとめのスライド作り》
情報活用能力一覧表をもとに作成したルーブリックシートを使い、情報活用能力を意識してスライド作成をする。

流れ
 ①Googleスライドの共同編集機能を用いて、スライド作成。

 スライド作成の基本操作、スライド作成の注意点についての説明。
 ルーブリック表(資料１)について説明し、各項目を意識して作成。

 ②各班でまとめたものを発表し、それを評価する。
 ルーブリック表の各項目をそれぞれ点数化し、各事業所についての
 発表を他グループの生徒が評価(資料２)。同時に自己評価も実施。

⑨情報活用能力を意識したスライドづくり 中学校情報活用能力 ２年 総合的な学習の時間

成果
ルーブリックを提示することで、｢分かりやすい発表｣という抽象的な

目標から、｢何に注意して、どんなスライドを完成させればよいか｣とい
う具体的な目標に変わり、聞き手を意識したスライド作成ができた。
課題
スライドの作成途中で中間発表を行い、どの点が不足しているのか振

り返り、改善してから本番の発表をすることで、より工夫して作成させ
ることができたと考える。

【意識させた項目】
｢B1 写真･映像･音声などの収集｣ ｢B3 インターネットでの情報収集｣
｢D1 文書作成･レイアウト｣｢D5 スライド作成｣

資料１

資料２



⑩正しい情報の収集、情報の比較・整理に力を入れた調べ学習 中学校情報活用能力 ２年社会科

取組の内容･･･社会科地理の授業の中で、調べ学習を通して、情報の収集・整理分析・まとめをする力をつける

調べ学習1回目 ｢九州地方｣
テーマに沿ってネットで調べ、パワーポイントにまとめ、発表
課題･･･Wikipediaや、ブログなどから情報を集めたり、そのまま

 の文章をコピー＆ペーストしたりする様子が見られた

調べ学習3回目 ｢中部地方｣
統計資料を活用して、北陸、中央高地、東海の特徴を考える
課題･･･統計資料から、それぞれの地域の特産品を調べることは

できたが、地理的特色を考えて、特徴を捉えることが
難しかった

調べ学習2回目 ｢近畿地方｣
情報の信憑性を考えながら情報を集めパワーポイントにまとめる
課題･･･信頼できるサイトかどうかを判断しながら、調べを進めた

 が、慣れていないこともあり、時間がかかった。
 パワーポイントにまとめる際のまとめ方に苦戦している
 様子が見られた。

調べ学習4回目 ｢東北地方｣
様々な資料から集めた情報を基にCanvaで分かりやすくまとめる
・ネット、教科書、図書室の本、新聞を使用して情報を集める
・集めた情報を基にして、Canvaでチラシをつくるため、短い文章
に要約する必要性を強調してまとめる

・まとめたことを発表し合い、全ての発表で共通している事柄か
ら、地理的特色をとらえる

成果
・情報の信憑性を確かめる意識付けができた
・必要な情報を得るため、複数の情報源を利用することが
できた

・スライドにまとめるのではなく、チラシにしたことで要約
する意識をつけることができた

課題
・複数の情報源を比較して行う情報収集に慣れていないので
時間がかかる

・集めた情報から、必要な情報のみを抜き出して考察し、
要約する力が足りていない

・社会科だけでなく、他の教科でも同じような取り組みで
調べ学習を進める必要があると感じた



【総合：伝える相手を意識したスライド作成】
中学３年生において、修学旅行のまとめをグーグルスライドで作成した。内容の差別化を図るため、および情報活用能力
（D5：伝える相手を意識し、視認性を工夫したり、アニメーション効果などを取り入れ、印象的なスライドに仕上げることが
できる）の育成を目的として「後輩に修学旅行のおすすめを伝えよう」という課題を設定した。自分の好きなものをつづるだ
けでなく、「伝える相手」を後輩に設定することで、アニメーション効果をつけるだけでなく、内容面でも精査し、修学旅行
で学んだこと、考えたことをより詳しく表現していた。

【国語科：調べ学習】
和歌の学習において、ひとつの和歌を選んで自分で問いをたててそれを調べ、まとめるという学習をおこなった。情報活用

能力（B3：引用するサイトの信頼性を意識したり、他のサイトと比較するなどして、情報の信憑性を判断することができる）
の育成を図るため、調べる際の注意点として「検索結果のはじめにあるAIのまとめは採用しないこと。複数のサイトを比較す
ること。できるだけ、公共団体がつくっているホームページを探すこと。」ということを伝えた。学習後のふりかえりで「調
べるときにどんなことを意識したか」を問うと、「ひとつのサイトで見つけたことが、ほかのサイトにも載っているかを確認
した。」「AIのまとめを見て終わるのではなく、その情報のもとになっているホームページを確認した。」「〇〇市、〇〇県
という名前がついているホームページを確認するようにした。」という意見が見られた。
今後同じような課題をするときには、情報を引用したホームページをすべて記載することを指示して、「情報源を明らかに

し、責任をもって他者に提示する」ということを意識させたい。
また、他の生徒の課題を互いに見ることで、自分の感性や理解が他者とどのように異なるか、または似ているかということ

を考え、国語科としてのものの見方・考え方を深める学習をしたい。

⑪総合的な学習の時間：伝える相手を意識したスライド作成 国語科：調べ学習 中学校情報活用能力３年 総合的な学習の時間・国語科



⑫課題設定から解決までを情報化し、情報整理・分析する力を身に付ける。 中学校情報活用能力 ３年生 国語科

取組の内容 文学的文章「故郷」において、自ら課題設定し、それを解決していく過程、結論を情報化する。
「故郷」単元目標に準拠しながら情報の整理・分析（主にC1～C4）する力を養う。

単元の流れ
1時間目 物語初読（単元目標と流れ確認）
2時間目 課題設定と計画（単元目標と流れ再度確認）
3時間目 班で課題解決に向けて取り組む
～5時間目
6時間目 「私」とルントウの関係
7時間目 「私」の考え（まとめ）

1時間目に提示

２時間目
各班の設定課題と、課題解
決に向けての計画

３時間目～５時間目
各班の設定課題に対する結論
（授業終盤に各班全体発表）
※６・７時間目は疑問が多かった
二つについて全体で考えた。

成果
・自分の疑問を課題に設定することで解決への意欲
は高く保たれていた。
・本文を何度も読む必然性が生まれ、6時間目・7時
間目の読解がスムーズであった。
・スプレッドシートによって設定課題と課題に対す
る結論を全員が常に確認できる状況→進捗状況の確
認、読解の手助けとなった。

課題
・国語科の目標、単元目標から外れた課題が出てきやすい。
・準備と評価に負担と労力がかかる。（慣れるまでに時間がかかる）
・グループ学習→個別の理解度が測りにくい。（テスト等で確認はできるが…）

ふりかえり
どのように課題に迫ったのか、解決に向け
てどのように考えたのかを入力。
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